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第1章　 緒 言 並 び に 丈 献

Konjetzny1)等 の胃炎説以 来原発性2)或 は続

発性3)等 論争 されている胃癌 の原因論は とも

か くとして,胃 癌には殆 んど常 に胃炎性変化

が認め られ ることは周知 の通 りであ る. Hey

rovsky4)に よ つ て も潰 瘍 癌 で66.6%,然 ら ざ

る癌 腫で78.5%に 於 て広汎 な る胃炎を認めた

と報告 してい る.最 近熊谷5)は 胃癌 と十二指

腸潰瘍 の組織 エムル ジオ ン培養等の結果,胃
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癌 に於 て細菌検出率高 く,潰 瘍に於 て僅 少で

あることを発見 し,次 に各 々の所属 リンパ節

を剔出して同 じ くリンパ節組織 エムル ジオン

培養 の結果,胃 癌所属 リンパ節 では24%に 細

菌を証明 したのに反 し,胃 潰瘍 例では1例 も

証明せず,更 に又癌転移 の認 められた リンパ

節に細菌 が高率に認 め られた と報告 してい る.

既にMontanii6)も 悪性腫瘍 の際,転 移 の有無

に関せず所属 リンパ節 に慢性炎症がみ られ る

ことを指摘 し,こ れは悪性 腫瘍毒素に対す る

防禦反応に よる ものである と報告 している.

以上の ように臨林上 胃癌 の所属 リンパ節 に

屡々慢性炎症像がみ られ,而 も慢性炎症高度

のものに癌細胞の転移 を発見 す る事実か ら,

私は前篇 と同様に純物理学 的見地か ら胃癌細

胞を単な る粒子 と考 えて,所 属 リンパ節に慢

性炎症があ る場 合その透過能 に障碍 が起 り,

輸入 リンパ管か ら流 れて くる癌細胞を堰止め

てその転移を容易な らしめ るのではないか と

思い,実 験 的に胃所属 リンパ節 に慢性炎症を

起 さしめて粒子の透過能 の検索 を試みた次第

である.慢 性炎症 時に於け りリンパ節透過能

に関す る実験は末 だ試 みられていない ようで

あ るが,高 畠7)は 家兎で強毒 な白色葡萄状球

菌の生理 的食塩 水溶液 エムル ジオンを咽頭後

部 リンパ節 に注射 して急性 リンパ節炎 を起 さ

しめて後,ゲ ロク氏液を 甲状腺 に注射 して炎

症性 リンパ節 の通過状況を約1週 間に亘つて

検 査しているが,そ れに よると炎症 の新 しい

2乃 至3日 の中は容易に リンパ節 に色素 が進

入し得 るが4日 以後にな ると段 々節 内に進入

し難 くな ると報 告してい る.

第2章　 實 驗 方 法

第1篇 に於 て大小両 粒子 の正 常時に於け る

胃所属 リンパ節透過能 を検 査して,5ミ クロ

ン前後 の小粒子即 ちLindbladia effusa Rosta

finskiの 胞子 の透 過能 の成績 を得てい るので,

同条件にて該粒子 を用 いることにした.即 ち

10kg前 後 の犬を用 い,モ ル ヒネ基 礎 麻 醉で

台上に固定 しオ ウロパ ンソーダ静脈麻 醉を加

えて開腹 し,該 粒子の5%生 理的食塩 水浮游

液0.1c.c,を 幽門下 リンパ節 の輸 入管 の比 較

的末梢側に1/5針 で極 く軽圧 にて注入 した.

リンパ節 に慢性炎症を起 さしめる為 に,私

は犬の胃幽門下 リンパ節流注領域 の胃壁筋層

内にテルペ ン油1.0e.c.を 流入 し,或 は より

高 度の慢性炎症を得 ん として更に2週 間 目再

び同部 にテルペン油0.5c.c.を 注入 して後2

週間飼育 した.こ ゝで再び開腹 して注入 胃壁

及 び所属幽門下 リンパ節に肉眼的に慢性炎症

の所見 を確認 した後小粒子を注入 し, 4乃 至

7日 後 に空気栓塞 にて死に到 らしめ,該 リン

パ節を別出 して10%ホ ル マ リン溶液 にて固定

の後,連 続切 片のヘマ トキシ リンエオヂ ン複

染色にて鏡検,リ ンパ節 の慢性炎症度及び粒

子 の存在 を検査 した.

第3章　 實 驗 成 績

最初 私は幽門下 リンパ節流注領域 の胃壁漿

膜 下にテルペ ン油を注入 し10日 及 び2週 間

目該 リンパ節 を剔出 して鏡検 してみたが,何

れ も組織学的に亜急性炎症 をみるにすぎなか

ったので,私 はテルペン油 の吸收が緩徐で絶

えず リンパ節 に流注する胃壁筋層間に注入 し

てみた ところ, 2週 間後注入部 ほや ゝ強靱 な

硬結 として触知 され,表 面は正常時 の光沢を

失つて浮腫状 を呈 し,割 面では明らかにその

部 の筋層は肥厚 し強靱で慢性炎症像であった.

幽門下 リンパ節は一般に梢 々腫脹或は正常大

でその硬度は幾分増強 し,こ れ を 周圍 組 織

と剥離剔 出せん とす るに軽度の癒著 がみられ

た.他 の リンパ節は殆 んど正常の外見 であつ

た.幽 門下 リンパ節 を組織学的にみると辺縁

洞及 び中間洞は中等度の リンパ球,大 単核細

胞,中 性嗜好性白血球,プ ラズマ細胞 の遊出

をみ,且 特に中間洞 では洞 内皮細胞 の脱落腫

大 した ものが多数み られて慢性洞 カタルの像

を呈 し,洞 腔の狭窄を示 していた.尚 網核細

胞 も幾分腫大増生 した ものがあつた.被 膜及

びその周圍組織 も中等度の慢性炎症像を示 し,

又辺縁洞及 び中間洞 の所々に細胞状 となつ て

散在 する少量 のテルペン油がみ られる ものが

ある(第1図).更 に私は より定型 的 な 慢 性
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リンパ節炎 を惹起せ しめ んとして,更 に2週

間後 再びテルペン油を同 じ部位に注射 してみ

た ところ, 2週 間後果 して注射部 胃壁は硬結

を呈 し,慢 性 リンパ節炎は増強 してい るのを

認めた(第1表 参 照).以 上の如 くテルペン

油の胃壁筋層内注入に よつてその所属幽門下

リンパ節に慢性炎症を惹起せ しめ得たので,

か ゝる犬に小粒子 を注入 してその透過能を検

し第2表 の如 き成績 を得た.

第1表　 「テ」油 に よ る 犬 胃 幽 門 下 リン パ 節 所 見

第2表　 慢 性 リンパ 節 炎 時 小 粒 子 透 過 能 と節所 見

(1) 慢性炎症 高度 の もの程小位子は よ り多

く滯 畄 してい る傾向がみ られる.

(2) 7日 後小粒子は尚相当量み られた.

(3) テル ペン油の2回 注入例 に於 て小位子

の残 存量が稍 々多かつた(第2図).

(4) No. 10は 腹壁 手術創が化膿 して膿瘍 を

形成 し,そ の部 の腹膜 と大網 膜が癒著 して大

網 膜に強度 の充 血をみ,そ の領域 の リンパを

受けている幽門下 リンパ節 は緊脹 して彈性波

動を呈 し,明 らか に急性 リンパ節炎の所見で,

リンパ潤 は著明に拡大 していた.こ れには小

粒子は発見で きなかつた.
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第1図　 「デ」油 による慢性 リンパ

節炎像(No. 14)(80倍)

第2図　 同上強拡大像(A:粒 子)

(400倍)

第4章　 總括並びに考按

私は上述 の如 くテル ペン油に よつて実験的

に慢性 リンパ節炎を惹起せ しめたが,慢 性 リ

ンパ節炎 の場合,中 間洞反応即 ち大 単核細胞

或は リンパ球 による洞腔充填.更 に内被 細胞

増生剥離 の為 の洞腔狹窄が起 るが,こ れによ

つて リンパ節 内 リンつく流動 の遅延緩慢即 ち鬱

滯が起 り得 ることは容易に想像 され る.即 ち

網眼状をなす リンパ箪組織の節目の狹少化を

起して細胞等のリンパ節透過能の障碍が起る

ものと考えられる.金 行8)は家兎の腋窩部並

びに鼠径部 リンパ節を選び.両 結節の附近皮

下に先づ葡萄状球菌ワクチンを注射してリン

パ節に これによる反応性炎症 を起 さしめ1時

間乃至1週 間 の後,墨 汁或は リチオンカル ミ

ン溶液 を注射 して リンパ節 の濾過機能の検索

を行い,前 処置 による リンパ節 中間洞 反応 の

為,後 液の移入が障碍せ られて リンパ節 内沈

著量の少ないのを発見 し,リ ンパ流路 の変転

は り老パ節内組織 の反応性変化,特 に中間洞

反応に起 因す る ものであるこ とを強調 してい
る.私 は実験的慢性 リンパ節炎 の場 合,粒 子

の停 畄時間を測定 し,5乃 至7日 後尚存在す

るのをみたが,正 常時の リンパ節 では第1篇

の実験成績か ら明 らかな如 く小粒子 は2乃 至

3日 で通過 してい るので,慢 性炎症時には明

らかに通過障碍が起 るものであることがわか

る.リ ンパ節 の急性炎症 の初期 には前期 の高

畠の実験及びたまたま腹壁手術創の化膿で起

つた 私 の第10例 に於 てみ る如 く小粒子 は発

見出来ず容易 に拡大 した リンパ洞を通 り拔 け

だ と考 えられ,透 過能は元進する もの と思わ

れる.岡 本9)は 胃癌 の際殆 んど常にみられ る

リンパ節慢性 炎症は癌毒素 による反応 な りと

す るMontannii等 の立場 から,家 兎 で 子 宮 .

癌腫 アル コール抽 出液及 び加藤系家兎肉腫抽

出液を家兎の耳殻 皮下若 くは後肢趾端 より数

回注入して所属リンパ節の変化を検し,濾 胞

間組織に網格纎維が梢々増殖しているのをみ

て慢性炎症が起つたものとした.か くの如 く

慢性胃炎が胃癌の前課程であるにせよ,胃 癌

所属アンパ節が未だ癌細胞の転移を受けてい

ない時,既 に原癌組織 の新陳代謝産物或は病

巣周圍組織の癌性崩壞による分解物質,或 は

癌性潰瘍を形成するに際する感染性物質の絶

えざる剌戟に対する反応として所属リンパ節

に慢性炎症を起すことは諸家も認め又容易に

考えられることである.こ の慢性 リンパ節炎

をもつ胃癌の場合,私 の実験から,原 発癌細

胞 が リンパ道を通つて所属 リンパ節に到達し

た とき,慢 性炎症性 リンパ節 によって容易に

堰 止め られて癌細胞の著床 に好条 件を与 える

とい うことは容易に理解 される ところである.
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而 も胃内容が永 く潴溜す る深 い潰瘍底には 多

くの細菌 が認め られ,こ れ らの細菌 の一部 が

潰瘍 の崩壊部又 は亀裂部 より癌組織 へ,次 で

更にその所属 リンパ節 へ と進入す るか ら,こ

のや うな種類 の癌 にて最 も第1次 リンパ節の

慢性 炎症が高度 で癌 細胞 の転移 を容易ならし

め るもの と思 う.教 室の武田10)の臨床的組織

学的検索にて も胃癌所属 リンパ節 の殆 ん ど総

てが慢性炎症 を示 し,且 転移型 についてみる

に小結節性散在性転移型 を示す ものに於 て大

結節性限局性転移型をなす もの よりも間質反

応 としての炎症 の程度 が軽い との成績 を得 て

いる.

以 上本実験 によつ て論 じうるところはた ゞ

原発癌細胞 の所属 リンパ節へ の着床が リンパ

節 の慢性炎症 によつて容易 ならしあ られる と

い うにすぎないのであつてか ゝる慢性 リンパ

節炎が転移癌細胞の発育 にいかなる影響を及

ぼすかは また別問題であ る.今 もしか りに胃

癌 が炎症を伴はず所属 リンパ節に も炎症が起

らない もの と仮 定すれば,以 上の事実からそ

れが正常 の リンパ節を通過 しうる如 き小型 の

癌細胞 である限 り,恐 ら く着床す ることが少

いのではないか と考 えられ る.然 し乍 らこの

慢性 リンパ節炎 の間質反応 が癌細胞 の進入に

備 えるため の防禦機転 と考 えれば,慢 性 リン

パ節炎の缺如は寧 ろ着床せ る癌細胞の発育に

好条件 とな るもの とも思われ る.か くの如 く

胃癌 の リンパ節転移 の成因については極めて

複雑な ものがある.

第5章　 緒 論

(1) テルペン油の胃壁筋層内注入によ り,

所属 リンパ節 に慢性炎症を起 さしめ ることが

できた.

(2) リンパ節 に慢性炎症を起 さしめる と,

注入粒子 の透過能が障碍 されるのを認 めた.

(3) リンパ節 の慢性炎症は原発癌 細胞の リ

ンパ節 への着床を容易ならしめ る一因 と考 え

られ る.
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